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「第５回日本おみやげアカデミー賞」発表表彰式行う

賞
は
、
み
や
げ
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

�
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
�の
開
発
を
通

し
て
み
や
げ
業
界
の
販
売
促
進
、
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
業
界
の
地

位
向
上
を
図
ろ
う
と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
協

定
す
る
み
や
げ
業
の
団
体
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟
店
連
盟
（
小
野

寺
邦
夫
会
長
�
岩
手
県
・
平
泉
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
、
７
６
１
会
員
）が
発
案
。

００
年
か
ら
隔
年
で
開
催
し
て
い
る
。

賞
に
は
国
土
交
通
省
が
後
援
。
日

本
観
光
協
会
、
国
際
観
光
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
観
光
経
済

新
聞
社
が
協
賛
し
て
い
る
。

今
回
は
、
全
国
の
観
光
地
で
み
や

げ
店
を
営
む
企
業
・
店
舗
か
ら
、
食

品
部
門
２
９
０
品
、
非
食
品
部
門
９４

品
の
計
３
８
４
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

各
界
の
専
門
家
１２
人
で
構
成
す
る
審

査
選
考
委
員
会
（
別
項
、
委
員
長
�

前
田
勇
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
）と
、

６
月
１９
〜
２２
日
に
横
浜
市
で
開
か
れ

た
旅
の
イ
ベ
ン
ト
「
旅
フ
ェ
ア
２
０

０
８
」
の
一
般
来
場
者
に
よ
る
審
査

で
す
べ
て
の
賞
を
決
定
し
た
。

第
１
次
審
査
は
６
月
２２
日
、
旅
フ

ェ
ア
２
０
０
８
会
場
の
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
行
わ
れ
た
。
旅
フ
ェ
ア
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
特

設
ブ
ー
ス
を
設
け
、
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
す
べ
て
の
商
品
を
展
示
。
審
査
員

が
賞
に
適
当
と
思
わ
れ
る
商
品
を
選

び
、
集
計
・
協
議
の
上
、
最
終
の
第

２
次
審
査
に
進
む
２
０
５
品
を
決
定

し
た
。

ま
た
、
旅
フ
ェ
ア
の
一
般
来
場
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
り
、
「
旅

先
で
買
っ
て
み
た
い
み
や
げ
品
」
を

選
ん
で
も
ら
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

上
位
商
品
は
「
旅
先
で
お
土
産
と
し

て
買
っ
て
み
た
い
賞
」
と
し
て
表
彰

し
た
。

最
終
の
第
２
次
審
査
は
７
月
８

日
、
東
京
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
ビ
ル
で
行

わ
れ
た
。
最
終
審
査
に
残
っ
た
商
品

を
一
堂
に
並
べ
、
審
査
員
が
食
品
は

試
飲
・
試
食
、
非
食
品
は
実
際
に
手

で
触
れ
る
な
ど
し
て
、
味
や
見
た
目

の
よ
さ
、
使
い
勝
手
な
ど
を
確
認
。

長
時
間
に
わ
た
る
慎
重
審
議
の
末
、

各
賞
を
最
終
決
定
し
た
。

賞
の
審
査
発
表
表
彰
式
は
９
月
１６

日
、東
京
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟
店
連
盟

の
第
４０
回
通
常
総
会
の
第
２
部
と
し

て
行
わ
れ
た
。

日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
実

行
委
員
長
を
務
め
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス

タ
ン
プ
加
盟
店
連
盟
の
小
野
寺
会

長
、
同
運
営
委
員
長
を
務
め
る
佐
藤

雅
高
氏
（
宮
崎
県
・
千
穂
の
家
）
、

賞
を
後
援
す
る
国
土
交
通
省
の
若
井

茂
・
観
光
事
業
課
観
光
事
業
高
度
化

企
画
官
（
当
時
）
が
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
表
彰
に
移
り
、
「
旅
先

で
お
土
産
と
し
て
買
っ
て
み
た
い

賞
」
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
ま
で
、
審
査

員
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、

賞
の
発
表
と
表
彰
状
の
授
与
を
行
っ

た
。グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
「
萩
化

粧
鉢
�
」
は
、
萩
焼
で
作
っ
た
サ
ラ

ダ
ボ
ー
ル
の
大
小
３
個
セ
ッ
ト
。
商

品
に
つ
い
て
前
田
審
査
委
員
長
は

「
大
き
な
鉢
に
季
節
野
菜
の
炊
き
合

わ
せ
な
ど
を
盛
り
、
小
さ
め
の
鉢
を

取
り
皿
に
し
て
夫
婦
で
食
事
を
楽
し

む
と
い
う
使
い
方
が
基
本
だ
ろ
う

が
、
大
小
合
わ
せ
て
３
つ
の
鉢
す
べ

て
に
、
あ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
食
べ

物
を
入
れ
て
食
卓
を
飾
る
と
い
う
使

い
方
も
面
白
い
。
木
箱
入
り
、
消
費

税
込
み
で
１
万
５
０
０
円
と
い
う
価

格
な
の
で
、
工
芸
品
と
し
て
の
面
も

も
っ
た
、
や
や
豪
華
な
実
用
品
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
夫
婦
で
の

節
目
旅
行
の
記
念
品
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
評
価

し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
商
品
を
出
品
し
た
観

光
会
館
安
富
屋
の
安
富
善
治
代
表
取

締
役
は
「
萩
焼
の
作
家
か
ら
こ
の
作

品
を
も
ら
い
、
見
た
と
た
ん
す
ぐ
出

品
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
『
心
あ

わ
せ
』
と
い
う
名
前
は
家
内
が
付
け

た
も
の
で
、
家
内
も
喜
ん
で
い
る
と

思
う
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

「
お
み
や
げ
日
本
一
」
を
決
め
る
２
年
に
１
度
の
祭
典
「
第
５
回
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
（
主
催

�
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
実
行
委
員
会
、
事
務
局
�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟
店
連
盟
内
）
の
審
査

発
表
表
彰
式
が
９
月
１６
日
、
東
京
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
（
９
月
２７
日
付
既
報
）
。
最
高
賞
の
グ

ラ
ン
プ
リ
は
非
食
品
部
門
で
「
萩
化
粧
鉢
『
心
あ
わ
せ
』
萩
焼
き
の
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
」
（
出
展
者
�
山
口
県
美

祢
市
・
観
光
会
館
安
富
屋
）
が
受
賞
。
グ
ラ
ン
プ
リ
の
食
品
部
門
は
該
当
商
品
が
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
「
ア

イ
デ
ア
賞
」
「
デ
ザ
イ
ン
賞
」
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
賞
」
「
地
域
文
化
賞
」
な
ど
、
合
計
４０
の
賞
が
決
定
。
受
賞
者

に
表
彰
状
や
記
念
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
。

【
第
５
回
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
審
査
選
考
委
員
会
】
（
順
不

同
、
敬
称
略
、
肩
書
は
当
時
）

委
員
長
�
前
田
勇
（
立
教
大
学
名

誉
教
授
）

委
員
�
石
川
尅
巳
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都

圏
社
長
）
▽
江
口
恒
明
（
観
光
経
済

新
聞
社
社
長
）
▽
遠
藤
は
な
子
（
は

と
バ
ス
・
ガ
イ
ド
講
師
）
▽
小
野
寺

邦
夫
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟

店
連
盟
会
長
）
▽
斎
藤
薫
（
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
主

任
研
究
委
員
）
▽
篠
原
昇
司
（
日
本

経
済
新
聞
社
Ｍ
Ｊ
編
集
長
）
▽
五
月

女
貞
四
郎
（
日
本
旅
行
業
協
会
国
内

旅
行
担
当
部
長
）
▽
中
尾
隆
之
（
旅

の
文
章
設
計
・
中
尾
事
務
所
）
▽
永

里
恒
昭
（
日
本
観
光
協
会
参
与
）
▽

原
祥
隆
（
国
際
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
専
務
理
事
）
▽
若
井
茂
（
国
土

交
通
省
観
光
事
業
課
観
光
事
業
高
度

化
企
画
官
）

盛大に行われた第５回日本おみやげアカデミー賞の審査発表表彰式

�
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た「
萩
化
粧
鉢『
心
あ
わ
せ
』」

�
表
彰
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
グ
ラ
ン
プ
リ
商

品
出
品
者
の
観
光
会
館
安
富
屋
・
安
富
善
治
氏

お
み
や
げ
３８４
品
が
エ
ン
ト
リ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
に「
萩
化
粧
鉢
」

一般投票も行った旅フェアでの第１次審査

審査選考委員による第１次審査

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟
店

連
盟
は
創
立
４０
周
年
を
迎
え
た
今

年
、
記
念
の
冊
子「
４０
年
の
歩
み
」

を
発
行
し
た
（
写
真
）
。

昭
和
４０
年（
１
９
６
５
）の
旅
行

ス
タ
ン
プ
株
式
会
社
の
設
立
、
昭

和
４３
年（
１
９
６
８
）の
連
盟
設
立

か
ら
現
在
ま
で
の
連
盟
と
観
光
業

界
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
歴
史
を
年
表
に
し

て
掲
載
。
業
界
の
流
れ
が
ひ
と
目

で
分
か
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
４
判
１２
ペ
ー
ジ
。
冊
子
は
９

月
の
連
盟
総
会
で
会
員
に
配
布
し

た
。

業
界
の
歴
史
が
ひ
と
目
で

「
４０
年
の
歩
み
」を
発
行

試食・試飲を行った第２次審査

JTB旅行スタンプ
加 盟 店 連 盟

議論が白熱した最終審査

●ＪＴＢ旅行スタンプ加盟店連盟創立４０周年・第５回日本おみやげアカデミー賞特集（５～７面）

第５回日本おみやげアカデミー賞受賞商品一覧
所在地

山口県

鳥取県

石川県

北海道

石川県

京都府

茨城県

北海道

愛媛県

石川県

京都府

沖縄県

長野県

新潟県

大分県

岩手県

鹿児島県

沖縄県

佐賀県

北海道

北海道

秋田県

新潟県

石川県

滋賀県

香川県

鹿児島県

沖縄県

山梨県

鹿児島県

秋田県

沖縄県

栃木県

岐阜県

北海道

北海道

京都府

沖縄県

沖縄県

石川県

出品者

観光会館安富屋

砂丘会館

輪島塗しおやす漆器工房

知床さいはて市場

コンゴー金沢

ハクレイ酒造・天の蔵

水戸ドライブイン水戸インター店

大雪乃蔵

タオル美術館ＡＳＡＫＵＲＡ

七尾フィッシャーマンズワーフ能登食祭市場

おたべ本館

石垣島ショッピングプラザ

山加荻村漆器店

さかなの館 かもこ観光センター

海地獄売店

道奥 金婚亭

バレル・バレーＰＲＡＨＡ＆ＧＥＮ

ナゴパイナップルパーク

嬉野陶彩館

北海道物産センター夕張店

道産市場

田園市場秋田美人

めおと岩ドライブイン

能登金剛センター 巌門本店

びわ湖鮎家の郷

小豆島オリーブ園

桜島ドライブイン

ナゴパイナップルパーク

富士山みはらし

仙巌園・尚古集成館

田沢湖レストハウス

おみやげ専門店街（おきなわワールド）

冨士屋観光センター

美濃関物産館

網走海鮮市場

オホーツクバザール

おたべ本館

森のガラス館

琉球ガラス村

九谷満月

商品名

萩化粧鉢「心あわせ」萩焼きのサラダボール

らっきょうカレー

マイ・エコ・輪島箸

知床もみじ

（より安全）食用純金箔

魚魚あわせカップ甘鯛（純米）

ひたち竹人形 「水戸黄門御一行」
大雪乃蔵ドレス瓶旭山動物園ラベルセット
（純米吟醸・本醸造にごり）

朝倉ロール

いしり仕立て うんまい能登

京ばあむ

石垣牛せんべい

（うるし塗り）ツートン ぐいのみ

深海３３０mからの贈り物

えんまんの湯

こめっこべらし詰合せセット

本格焼酎チンタラリ

恋するパイドラ
お祈り地蔵さん～
「世界のみーんなが幸せでありますように」

夕張、石炭シュークリーム

北の歓 ハスカッププリン（３個入）

黄金黒鉱きりたんぽ

佐渡の塩３兄弟

丸干しいか（もみいか）

若鮎山椒煮

小豆島オリーブ園３点セット（百年祭限定）

桜島溶岩製 焼肉プレート

ぬちまーすちんすこう

富士山・御守り

丸十と葵 コンパクトミラー

蓬生の里

南都億万長蛇

日光限定 とちおとめチーズケーキ

めがねバサミ

生タラバガニ足カット（ブランチング）

フラワーポーション ズワイガニセット
京ばあむ

夢グラスシリーズ

ガラスの表札

縁起物「三種の神器」

区分

食品
非食品

食品

非食品

食品

非食品

食品

非食品

食品

非食品

食品

非食品

食品

非食品

最優秀賞

各ブロック賞

インバウンド

環境貢献

健康増進

食品

非食品

第１位

第２位

第３位

第１位

第２位

第３位

最優秀賞

優秀賞

最優秀賞

優秀賞

最優秀賞

優秀賞

食品部門

非食品部門

賞

グランプリ

アイデア賞

デザイン賞

ネーミング賞

地域文化賞

審査員特別賞

連盟特別賞

協賛各社
特別賞

旅先でお土産

として買って

みたい賞

http://hiraizumi-gen.jp/
http://www.sakyu.gr.jp/
http://www13.ocn.ne.jp/~yasutomi/
http://www.nakanoya.net/
http://www.takachiho.gr.jp/
http://www.gyokusendo.co.jp/
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟

店
連
盟
が
今
年
、
創
立
４０
周
年
を
迎

え
た
。
ま
た
９
月
に
は
第
５
回
日
本

お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
発
表
・

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
へ

の
感
想
を
お
聞
き
し
た
い
。

日
比
野

４０
年
間
、
不
況
な
ど

様
々
な
波
を
乗
り
越
え
て
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
た
こ
と
を
ま
ず
、
お
慶
び
し

た
い
。

連
盟
会
員
と
は
、
我
々
が
お
客
さ

ま
を
お
送
り
し
て
、
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
、
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
関
係
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思

う
。
我
々
が
交
流
文
化
事
業
を
進
め

る
上
で
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
社
員
に
は
、
若
手
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
も
含
め
て
、
そ
う
い
う
意

識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
し
、

今
後
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
つ
い
て
は
、
２

年
に
１
回
の
開
催
だ
か
ら
、
足
掛
け

１０
年
に
な
る
。
小
野
寺
会
長
を
は
じ

め
、
加
盟
店
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
う
。

今
回
も
、
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

グ
ラ
ン
プ
リ
や
地
域
文
化
賞
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
賞
な
ど
多
く
の
賞
を
受
賞

さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
知
恵
を
絞
っ

て
作
ら
れ
た
商
品
で
、
面
白
い
ネ
ー

ミ
ン
グ
と
か
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

商
品
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

２
次
審
査
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
本
社
ビ
ル

で
行
わ
れ
た
が
、
私
も
試
食
・
試
飲

を
し
て
、
特
に
お
酒
類
は
が
ん
ば
っ

て
テ
ス
ト
を
し
た
（
笑
い
）
。

社
員
に
対
し
て
は
、
「
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
を
こ
う
い
う
商
品
が
取
っ
た
」

「
郷
土
に
は
こ
う
い
う
商
品
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に
啓
蒙
し

て
、
み
や
げ
に
対
す
る
意
識
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
う
。

連
盟
に
は
加
盟
店
の
若
手
幹

部
社
員
の
研
修
機
関
「
み
や
げ
塾
」

が
あ
る
。

日
比
野

お
客
さ
ま
に
単
に
既
存

の
商
品
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
広

く
観
光
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、

大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
今
度
、
観

光
庁
が
で
き
て
、
み
や
げ
の
分
野
で

も
新
し
い
研
究
が
行
わ
れ
る
と
思

う
。
そ
う
い
う
も
の
と
、
今
ま
で
塾

で
培
っ
た
も
の
と
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て

い
け
ば
い
い
。

連
盟
で
は
若
手
会
員
に
よ
る

「
み
や
げ
み
ら
い
委
員
会
」が
、「
交

流
文
化
産
業
」
と
「
Ｉ
Ｔ
電
子
商
取

引
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
し
い
活
動
領

域
の
創
出
を
目
指
し
て
議
論
し
て
い

る
。日

比
野

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
地
域
交
流
ビ

ジ
ネ
ス
担
当
が
本
社
や
各
地
域
会
社

に
お
り
、
着
地
型
の
商
品
開
発
を
進

め
て
い
る
。
自
治
体
や
旅
館
・
ホ
テ

ル
、
大
学
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

張
り
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
考
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。
み
や
げ
店
も

ぜ
ひ
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
り
、

我
々
と
と
も
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｉ
Ｔ
の
方
は
、
ど
ん
な
答
え
が
出

る
の
か
、
私
も
期
待
し
た
い
。
ひ
と

つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
受
賞
商
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
。
賞

を
取
っ
た
商
品
の
宣
伝
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

し
て
少
し
足
り
な
い
よ
う
な
気
が
す

る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
情
報
発
信
な
ど
も
強
化
で
き
れ
ば

と
思
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
が
な
ぜ
で

き
た
の
か
や
、
商
品
が
ど
ん
な
思
い

で
作
ら
れ
た
の
か
も
伝
え
ら
れ
れ
ば

い
い
。
今
度
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
萩
焼
の
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
「
心
あ

わ
せ
」
も
、
美
し
さ
や
地
域
性
、
新

し
い
感
覚
と
と
も
に
、
作
者
の
強
い

思
い
入
れ
が
あ
る
。
こ
う
い
う
も
の

を
ネ
ッ
ト
で
う
ま
く
表
現
で
き
れ
ば

い
い
。

連
盟
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
多
く
の
送

客
を
期
待
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら

連
盟
に
求
め
る
も
の
は
。

日
比
野

ま
ず
、
昨
年
か
ら
続
い

て
い
る
食
の
安
全
の
問
題
。
み
や
げ

の
代
表
選
手
で
も
、
こ
の
よ
う
な
問

題
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
す
ご
く
残
念

だ
。お

客
さ
ま
は
神
経
質
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
し
、
も
し
、
加
盟
店
で
そ

の
よ
う
な
問
題
が
起
き
れ
ば
連
盟
の

ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
に
も
影
響
が
出
る
の
で
意
識

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

今
、
義
理
で
お
み
や
げ
を
買
う
よ

う
な
時
代
で
は
な
い
と
思
う
。
自
分

へ
の
お
み
や
げ
や
、
お
隣
さ
ん
、
家

族
、
恋
人
へ
の
お
み
や
げ
で
も
、
物

語
性
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
行
か
な
か

っ
た
人
に
も
土
地
の
香
り
が
伝
わ
る

よ
う
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
人
に
心
の
こ
も
っ
た
お
み

や
げ
を
、
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
こ
の
志
向
を
う
ま
く

つ
か
ん
だ
商
品
開
発
を
期
待
し
た

い
。

み
や
げ
業
界
の
経
営
環
境
は

厳
し
い
。
が
ん
ば
れ
と
い
う
エ
ー
ル

を
。日

比
野

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
で
は
、
宿
泊
の
単
価
ア
ッ

プ
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
て
い
る
。
み

や
げ
業
界
で
も
単
価
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
施
策
を
考
え
た
ら
い
い
の
で
は

な
い
か
。
今
度
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
「
心
あ
わ
せ
」
は
１
万
円
ぐ
ら

い
す
る
し
、
連
盟
特
別
賞
の
ハ
ブ
酒

は
３０
万
円
。
高
単
価
な
商
品
へ
の
ニ

ー
ズ
は
あ
る
と
思
う
。

期
待
で
き
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
野

球
の
選
手
が
代
わ
る
ご
と
に
新
し
い

背
番
号
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
売
ら
れ
る

ぐ
ら
い
で
、
そ
ん
な
に
目
新
し
い
も

の
は
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
日
本
の
お

み
や
げ
の
水
準
は
高
い
。
外
国
の
方

が
来
ら
れ
て
、
あ
っ
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
商
品
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
開
発
の
余
地
が

あ
る
と
思
う
。

日
本
語
の
漢
字
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
外

国
で
受
け
て
い
る
し
、
著
作
権
の
関

係
で
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ス

ペ
イ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
あ
た
り
は
日
本

の
漫
画
や
ア
ニ
メ
が
は
や
っ
て
い

て
、
そ
う
い
う
関
連
商
品
も
受
け
そ

う
だ
。
韓
国
の
若
い
人
た
ち
は
、
日

本
の
伝
統
や
文
化
を
深
く
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち

に
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
て
い
い

が
、
洗
練
さ
れ
た
お
み
や
げ
が
受
け

る
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
必
ず

伸
び
る
し
、欧
米
も
伸
び
る
だ
ろ
う
。

交
流
人
口
が
着
実
に
増
え
て
い
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
て
し
っ
か
り

研
究
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。

（
聞
き
手
�
本
社
・
森
田
淳
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
事
業
本
部
の
本
部
長

を
務
め
る
日
比
野
健
常
務
に
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟
店
連
盟
と
の

関
係
、
連
携
策
を
聞
い
た
。
日
比
野

常
務
は
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
な
ど
、一
連
の
連
盟
事
業
を
評
価
。

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
が
進
め
る
交
流
文
化
事
業
へ
の

積
極
的
な
参
画
も
訴
え
た
。

（
司
会
）
第
５
回
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
が
終
わ
っ
た
。現
在
の
心
境
は
。

前
田

ご
関
係
の
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
な
ん
と
か
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

今
回
、
食
品
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ

に
該
当
す
る
も
の
は
出
な
か
っ
た

が
、
私
の
率
直
な
考
え
を
言
う
と
、

グ
ラ
ン
プ
リ
は
相
対
的
に
良
い
品
物

と
い
う
の
で
は
な
く
、
商
品
と
し
て

の
完
成
度
、
独
自
性
、
社
会
や
業
界

に
対
す
る
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
以

て
範
と
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
同
業
者
が
真
似
を
し
て
み
よ
う

と
か
、
部
分
改
良
を
す
る
と
か
と
い

う
意
欲
を
持
つ
よ
う
な
も
の
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
そ
の
点
で
、
今
回
は
難
し
か
っ

た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。

若
井

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
見
て
い
て
非
常
に

新
鮮
だ
っ
た
。
日
本
中
に
お
み
や
げ

が
こ
ん
な
に
あ
る
の
か
、
こ
ん
な
に

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
の
か
と
、

大
変
驚
い
た
。

事
務
方
が
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
な
、
と
思
う
と
と
も
に
、
こ

ん
な
に
い
い
も
の
な
ら
ば
も
っ
と
広

く
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ
る
。

印
象
に
残
っ
た
商
品
は
。

若
井

タ
オ
ル
を
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

の
よ
う
に
巻
い
た
商
品
。
あ
れ
は
す

ご
く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
ぱ
っ

と
見
た
時
に
手
頃
だ
し
、
お
み
や
げ

と
し
て
面
白
い
な
と
思
っ
た
。

原

私
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
賞
が

創
設
さ
れ
た
第
３
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

か
ら
か
か
わ
っ
て
い
る
。
最
初
の
審

査
の
段
階
で
感
じ
た
の
は
、
日
本
国

に
は
北
の
北
海
道
か
ら
南
の
沖
縄
ま

で
何
と
多
種
多
様
な
地
方
の
お
み
や

げ
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
だ
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の

も
の
が
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
参
加

者
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
特
に
、
最

終
段
階
の
審
査
発
表
会
、
表
彰
式
の

シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
が
素
晴
ら
し
い
。
こ

れ
に
よ
り
、
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
上
が
り
、
新
た
な
商
品
作
り

へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
、
そ
し
て

魅
力
的
な
お
み
や
げ
作
り
に
挑
戦
す

る
、
そ
こ
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

意
義
が
あ
る
。
健
康
増
進
賞
、
環
境

貢
献
賞
も
時
代
に
即
応
し
た
賞
で
あ

り
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
ア
イ
デ
ア
賞
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
賞
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
賞
を
中
心
に

審
査
を
し
た
が
、

特
に
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
は
興
味
を
ひ

く
も
の
、
面
白
い

作
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
毎
回
毎
回

洗
練
さ
れ
て
き
て

い
る
。

石
川

私
は
１
回
目
か
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
は
じ
め

の
う
ち
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
で
は

な
い
が
、「
一
応
出
し
ま
す
よ
」と
い

う
感
じ
の
商
品
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
の
分
エ
ン
ト
リ
ー
の
数
も

今
よ
り
多
か
っ
た
の
だ
が
、
今
回
は

少
数
精
鋭
と
い
う
か
、
ど
れ
も
こ
れ

も
が
工
夫
さ
れ
た
、
出
品
者
の
思
い

入
れ
を
感
じ
さ
せ
る
商
品
だ
っ
た
。

先
ほ
ど
前
田
委
員
長
か
ら
、
食
品

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
ど
う
し
て
も

出
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う
お
話
が
あ

っ
た
が
、
私
は
少
し
引
っ
か
か
っ
て

い
て
、
今
回
、
地
域
文
化
賞
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
夕
張
の
石
炭
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
を
推
そ
う
と
思
っ
て
い

た
。
残
念
な
が
ら
最
後
は
一
歩
引
い

て
し
ま
っ
た
の
だ
が
。
私
も
前
田
先

生
と
同
じ
よ
う
に
第
１
回
か
ら
審
査

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
前
田
先

生
み
た
い
に
審
査
の
目
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
同

（
笑
い
）

石
川

過
去
、
印
象
に
残
っ
た
商

品
は
、
前
回
デ
ザ
イ
ン
賞
に
輝
い
た

山
梨
の
白
百
合
醸
造
が
作
っ
た
グ
ラ

ッ
パ
。
私
は
心
の

中
で
は
密
か
に
グ

ラ
ン
プ
リ
だ
と
思

っ
て
い
た
。
あ
の

時
、
第
１
次
審
査

か
ら
最
終
審
査
ま

で
の
間
に
甲
府
に

行
く
用
事
が
あ

り
、
そ
の
用
事
が

終
わ
っ
た
後
、
店
に
寄
っ
て
み
た
。

そ
う
し
た
ら
、
商
品
は
地
元
の
甲
州

ぶ
ど
う
を
ち
ゃ
ん
と
使
っ
て
い
る

し
、
デ
ザ
イ
ン
も
借
り
物
で
は
な
く

社
長
が
吟
味
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

非
常
に
感
心
し
た
。
グ
ラ
ッ
パ
と
い

う
と
、好
き
な
人
は
知
っ
て
い
る
が
、

一
般
的
に
は
ま
だ
ま
だ
知
名
度
は
低

い
と
い
う
商
品
。
や
や
、
時
代
を
先

取
り
過
ぎ
た
の
か
な
と
、
今
で
も
残

念
だ
（
笑
い
）
。

五
月
女

審
査
と
い
う
立
場
で
見

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
今
回
が
２
回

目
だ
が
、
今
回
の
方
が
疲
れ
た
、
と

い
う
の
が
率
直
な
感
想
だ
。

な
ぜ
か
と
考
え
る
と
、
今
回
の
出

品
商
品
を
見
て
、
「
新
し
い
商
品
開

発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
出
品
者
の
熱
意
と
苦
心
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
前
回

よ
り
も
出
品
数
が
若
干
少
な
く
な
っ

た
の
が
、
出
す
側
の
ご
苦
労
と
い
う

か
、
い
い
も
の
を
出
し
た
い
と
い
う

熱
意
と
真
剣
さ
を
表
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
感
じ
た
こ
と
は
、
時

代
の
流
れ
を
先
読
み
し
て
出
品
し
た

よ
う
な
商
品
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
。
マ
イ
・
エ
コ
箸
は
そ
の
最
た
る

も
の
だ
と
思
う
。
環
境
問
題
と
か
健

康
を
考
え
た
出
品
が
非
常
に
増
え
て

い
た
。

佐
藤

毎
回
の

こ
と
だ
が
、
審
査

委
員
の
先
生
方
に

は
大
変
な
お
骨
折

り
を
い
た
だ
い
て

い
る
。今
回
、第
５

回
を
迎
え
た
わ
け

だ
が
、
出
品
す
る

側
も�
傾
向
と
対
策
�み
た
い
な
こ
と

を
考
え
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

そ
の
せ
い
か
出
品
商
品
の
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
審
査
を
さ
れ

る
先
生
方
も
大
変
だ
ろ
う
な
、
と
思

い
な
が
ら
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

旅
フ
ェ
ア
会
場
の
第
１
次
審
査
で

は
、
一
般
の
来
場
者
の
方
々
が
「
○

○
（
観
光
地
）
に
行
っ
た
時
、
ア
レ

食
べ
た
よ
ね
」
と
か
、
旅
行
を
し
た

時
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
一
所
懸
命

審
査
し
て
お
り
、
そ
の
姿
を
見
て
本

当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
。
今
回

出
品
し
た
店
の
方
を
含
め
て
、
加
盟

店
の
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々
に
こ

う
い
っ
た
シ
ー
ン
を
見
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
。

今
回
、
食
品
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ

が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
前
向
き
な
と
ら
え
方
を
し
た
い
。

こ
の
、
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と

い
う
も
の
の
ス
テ

ー
タ
ス
が
ま
た
一

歩
上
が
っ
た
、
と

い
う
ふ
う
に
と
ら

え
た
い
と
思
う
。

商
品
開
発
を
す

る
側
か
ら
言
う

と
、
市
場
も
成
熟

し
て
き
て
お
り
、

手
を
替
え
、
品
を

替
え
は
し
て
い
る

が
、
あ
る
程
度
の

行
き
詰
ま
り
を
感

じ
て
い
る
。
今
ま

で
に
な
い
視
点
や

展
開
が
必
要
な
の

だ
ろ
う
。

佐
藤
さ
ん
の
店
は
、
今
回
受

賞
は
。

佐
藤

残
念
な
が
ら
な
か
っ
た

（
笑
い
）
。
前
回
ま
で
は
何
か
し
ら

受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
今
回

は
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
小
手
先
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い

と
改
め
て
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

馬
場

審
査
選

考
委
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
６
月
か
ら

９
月
ま
で
の
４
カ

月
間
に
わ
た
り
ご

尽
力
を
い
た
だ

き
、改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

今
回
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
が
、
４０
品
の

受
賞
を
得
て
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
、
事
務
局
と
し
て
も
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。

今
回
の
５
回
目
に
関
し
て
は
、
出

品
要
綱
を
作
る
際
に
、
ま
ず
、
昨
年

か
ら
の
一
連
の
食
品
偽
装
問
題
に
ど

う
対
処
し
て
、
皆
さ
ま
に
出
品
い
た

だ
こ
う
か
、
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ま
に
話
し
合

っ
て
い
た
だ
き
、
今
年
３
月
か
ら
出

品
の
募
集
を
始
め
た
。

今
回
苦
労
し
た
の
は
、
五
月
女
さ

ん
か
ら
も
お
話
が
あ
っ
た
が
、
３
８

４
品
の
出
品
に
至
る
ま
で
苦
戦
し
た

こ
と
。
前
回
は
４
５
５
品
の
出
品
だ

っ
た
。
商
品
が
あ
る
程
度
出
尽
く
し

た
の
か
な
、
真
剣
に
考
え
れ
ば
考
え

る
ほ
ど
商
品
を
出
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
か
な
、
と
、
事
務
局
の
立
場

か
ら
す
ご
く
感
じ
た
。

皆
さ
ん
地
産
地
消
の
、
地
元
の
素

材
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
商
品
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

う
。
た
だ
、
ひ
と
つ
の
商
品
開
発
に

も
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
は
、

な
か
な
か
新
し
い
も
の
は
で
き
な
い

と
い
う
実
態
も
あ
ろ
う
。

た
だ
、
先
般
、
前
回
食
品
部
門
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
、
境
港
の

ま
ぐ
ろ
の
ロ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
キ
を
作

っ
て
い
る
「
な
か
う
ら
」
さ
ん
に
お

邪
魔
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
実
際
、

そ
の
商
品
を
食
し
て
み
た
ら
、
さ
ら

に
進
化
し
て
、
さ
ら
に
お
い
し
く
な

っ
て
い
た
。

み
や
げ
の
販
売
促
進
、
業
界
人
の
プ
ラ
イ
ド
回
復
を
目
的
に
行
わ

れ
て
き
た
「
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
は
、
今
年
で
５
回
目

の
節
目
を
迎
え
た
。
事
業
が
定
着
し
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
た
も

の
の
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
て
の
課
題
も
残
っ
て
い

る
。
今
回
、
賞
の
審
査
と
運
営
に
か
か
わ
っ
た
７
氏
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
５
回
の
総
括
と
今
後
を
語
る
」
を
テ
ー

マ
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
（
東
京
・
天
王
洲
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
で
）

連連
盟盟
とと
ＪＪ
ＴＴ
ＢＢ
のの
ささ
らら
なな
るる
協協
働働
にに
向向
けけ
てて

Ｊ
Ｔ
Ｂ

日
比
野
健
常
務
旅
行
事
業

本

部

長

に
聞
く

「
交
流
文
化
事
業
」へ
の
参
加
を
期
待

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
期
待
前

田

賞
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
若

井

前田氏

意
欲
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
原

出
品
者
の
熱
意
感
じ
る
五
月
女

原 氏

佐藤氏

馬場氏
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そ
れ
に
、
こ
の
商
品
が
グ
ラ
ン
プ

リ
を
取
っ
た
せ
い
か
、
境
港
の
町
全

体
が
、
「
ま
ぐ
ろ
の
境
港
」
と
い
う

こ
と
で
、
旗
を
立
て
て
宣
伝
し
て
い

た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
も
の
が
、

地
域
お
こ
し
の
中
で
も
主
役
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
感
じ
た
。

前
田

そ
れ
は
と
て
も
い
い
話

だ
。
地
域
全
体
で
盛
り
上
が
る
と
い

う
の
は
、
賞
の
効
果
だ
ろ
う
。

馬
場

そ
れ
と
、
第
３
回
か
ら
賞

は
国
土
交
通
省
さ
ん
の
後
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
加

盟
店
の
皆
さ
ん
の
、
賞
に
対
す
る
意

識
が
変
わ
っ
て
き
た
と
思
う
。

若
井

そ
れ
は
あ
り
が
た
い
。
相

乗
効
果
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は

ど
ん
ど
ん
や
れ
ば
い
い
と
思
う
。

�
�
こ
れ
ま
で
の
賞
の
回
顧
と
、

次
回
以
降
へ
の
提
言
を
。

前
田

１
回
目
は
初
め
て
の
試
み

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関
係
者
全
員

が
非
常
に
気
合
が
入
っ
て
い
た
。
食

品
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
っ
た

「
さ
ぬ
き
巻
物
う
ど
ん
」
は
か
な
り

の
完
成
度
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
備
え

て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
商
品
は
今

で
も
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。

第
２
回
で
食
品
部
門
の
グ
ラ
ン
プ

リ
を
取
っ
た
沖
縄
の
海
底
貯
蔵
酒
も

ア
ピ
ー
ル
度
が
高
か
っ
た
。
賞
を
取

っ
た
後
す
ぐ
、
地
元
の
大
手
百
貨
店

か
ら
、
「
う
ち
で
、
専
門
で
売
ら
せ

て
く
れ
な
い
か
」
と
申
し
出
が
あ
っ

た
と
い
う
。こ
の
話
を
聞
い
た
時
は
、

ま
さ
に
「
や
っ
た
ぜ
」
と
い
う
思
い

だ
っ
た
（
笑
い
）
。

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
１
次

審
査
の
方
法
を
少
し
考
え
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
商
品

を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
２
次
審
査
の
よ
う
に
す
べ
て
の

商
品
を
細
か
く
見
ら
れ
な
い
部
分
が

あ
る
。
展
示
す
る

場
所
に
よ
っ
て
有

利
、
不
利
も
多
少

は
あ
る
だ
ろ
う
。

お
み
や
げ
は
販
売

現
場
で
も
、
多
く

の
商
品
の
中
か
ら

選
ば
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
目
立

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
宿

命
を
持
っ
て
い
る
が
、
何
か
別
な
や

り
方
も
あ
る
と
思
う
。

佐
藤

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
展

示
場
所
に
つ
い
て
は
、
我
々
運
営
委

員
が
一
般
投
票
の
状
況
を
ず
っ
と
見

て
い
て
、
ラ
イ
ト
の
当
た
り
具
合
と

か
、
置
く
位
置
に
よ
っ
て
投
票
に
す

ご
く
偏
り
が
あ
る
場
合
は
、
少
し
並

べ
替
え
を
し
て
い
る
。
本
当
に
人
気

が
あ
る
商
品
は
そ
れ
で
も
票
が
減
ら

な
い
の
だ
が
、
公
平
に
な
る
よ
う
に

運
営
側
で
は
工
夫
を
し
て
い
る
。

若
井

現
在
、
２
年
に
１
回
の
開

催
だ
が
、
こ
れ
を
毎
年
と
い
う
の
で

は
、
運
営
側
も
、
出
品
す
る
側
も
、

か
な
り
疲
弊
す
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
し
ま
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
よ
う
に
４
年
に
１
回
で
は
忘
れ
ら

れ
て
し
ま
う
と
思
う
の
で
、
２
年
に

１
回
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
、
審
査
の
や
り
方
を
も

っ
と
オ
ー
プ
ン
に
で
き
な
い
も
の

か
。
審
査
委
員
や
、
旅
フ
ェ
ア
で
の

一
般
来
場
者
の
投
票
も
あ
る
が
、
こ

ん
な
に
い
い
取
り
組
み
が
あ
る
の
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
一
般
の
人
に
審
査
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
必
要
で

あ
る
。
観
光
庁
と
し
て
も
応
援
し
て

い
き
た
い
。

原

審
査
委
員
と
し
て
初
め
て

旅
フ
ェ
ア
の
会
場
に
行
っ
た
時
、
あ

ま
り
に
も
多
く
の
お
み
や
げ
が
あ
り

圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
一

次
審
査
で
は
こ
の

山
の
よ
う
な
商
品

の
中
か
ら
限
ら
れ

た
数
を
選
ぶ
こ
と

に
な
る
が
、い
つ
も
選
ん
だ
後
に「
も

っ
と
い
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
敗

者
復
活
戦
と
し
て
、
落
と
さ
れ
た
中

か
ら
賞
を
選
ぶ
救
い
の
場
を
設
け
る

の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
は
出
品
す
る

人
達
の
意
欲
増
進
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
が
目
的
の
ひ
と
つ
。
グ
ラ

ン
プ
リ
は
受
賞
の
基
準
を
厳
し
く
し

皆
が
納
得
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
も
の

に
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
最
終
審

査
に
残
り
な
が
ら
惜
し
く
も
敗
れ
た

お
み
や
げ
に
は
残
念
賞
的
な
も
の
を

贈
る
と
か
、
要
は
、
皆
全
員
が
「
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
大
成
功
と
思
う
。

ま
た
、
過
去
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取

っ
た
商
品
の
人
気
が
出
た
の
か
、
売

れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

た
の
か
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

石
川

各
店
に
、
「
新
製
品
は
こ

こ
で
発
表
す
る
ん
だ
」
と
、
意
欲
を

持
っ
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

場
に
す
る
こ
と
だ
。
新
酒
鑑
評
会
の

よ
う
に
、
そ
の
時
だ
け
の
商
品
を
出

し
て
も
ら
い
、
「
商
品
は
売
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で

は
ダ
メ
だ
と
思
う
。

お
み
や
げ
と
い
う
も
の
は
、
や
や

も
す
る
と
、
一
見
の
お
客
さ
ま
を
相

手
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
こ
れ
か
ら
は
や
は
り
リ
ピ
ー
タ

ー
が
大
切
だ
と
思
う
。
リ
ピ
ー
タ
ー

と
い
う
の
は
、
同
じ
人
が
リ
ピ
ー
ト

す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
お
み

や
げ
を
も
ら
っ
た
人
、
お
い
し
か
っ

た
と
口
コ
ミ
で
聞
い
た
人
が
今
度
は

現
場
に
行
っ
て
自
分
で
商
品
を
買
っ

て
い
く
と
い
う
、
間
接
的
な
リ
ピ
ー

タ
ー
も
だ
。
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
る
商

品
が
、
こ
れ
か
ら
の
お
み
や
げ
の
本

流
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

連
盟
４０
年
の
回
顧
を
。

小
野
寺

４０
周
年
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
て
、
加
盟
店
の
方
々
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

当
社
（
平
泉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
も

創
設
以
来
の
加
盟
店
で
あ
り
、
こ
の

時
期
に
自
分
が
会
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
余
計
に
感
慨
深

く
、
使
命
感
や
宿
命
の
よ
う
な
も
の

も
感
じ
て
い
る
。

４０
年
間
の
激
し
い
時
代
の
流
れ
の

中
で
、
特
に
お
客
さ
ん
の
生
活
模
様

の
変
化
に
連
盟
も
加
盟
店
も
戸
惑
い

な
が
ら
も
進
化
を
続
け
て
き
た
。

業
界
は
高
度
成
長
期
に
全
盛
期
を

迎
え
た
が
、
半
面
、「
何
で
も
あ
り
」

も
横
行
し
て
い
た
。バ
ブ
ル
が
弾
け
、

旅
行
形
態
が
変
化
す
る
中
で
、
連
盟

は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
の
指
導
を
頂
き
な
が

ら
、
常
に
正
常
化
へ
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
き
た
。

紆
余
曲
折
の
中
で
、
現
在
の
連
盟

し
ゅ
う
れ
ん

と
制
度
に
収
斂
さ
れ
た
と
思
っ
て
い

る
。

第
５
回
日
本
お
み
や
げ
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
が
無
事
終
わ
っ
た
。

小
野
寺

隔
年
開
催
で
５
回
目
な

の
で
、
事
業
は
１０
年
目
に
な
る
。
初

回
に
は
、
「
加
盟
店
が
魅
力
あ
る
み

や
げ
品
を
造
り
出
し
、
業
界
の
活
性

化
と
国
内
観
光
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
と
い
う
目
的
が
加
盟
店
に
浸
透

せ
ず
、
事
業
の
推
進
に
苦
戦
を
強
い

ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

今
回
は
加
盟
店
の
理
解
が
深
ま

り
、
商
品
の
レ
ベ
ル
が
全
体
的
に
高

ま
り
、
賞
の
順
位
を
決
め
に
く
い
ほ

ど
商
品
力
が
拮
抗
し
て
い
た
。
審
査

委
員
会
泣
か
せ
だ
っ
た
。

地
域
商
品
で
�
ア
キ
バ
系
�
だ
っ

た
り
、
明
ら
か
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
賞

を
意
識
し
た
も
の
が
あ
っ
た
り
、
特

に
地
域
活
性
化
の
突
破
口
に
な
ろ
う

と
い
う
気
概
の
商
品
も
見
ら
れ
た
。

ひ
た
む
き
さ
と
真
剣
さ
が
感
じ
ら
れ

た
。こ

れ
か
ら
も
メ
ー
カ
ー
や
問
屋
に

丸
投
げ
せ
ず
に
、
し
っ
か
り
し
た
目

的
意
識
を
持
っ
て
、
加
盟
店
の
皆
さ

ま
に
は
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

そ
の
他
の
連
盟
事
業
、
み
や

げ
塾
と
、
み
や
げ
み
ら
い
委
員
会
の

し
ん
ち
ょ
く

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
。

小
野
寺

み
や
げ
塾
は
１
９
９
９

年
、
「
連
盟
の
未
来
は
優
秀
な
人
材

の
量
で
決
ま
る
」
と
い
う
認
識
の
も

と
で
始
ま
り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
の
研
修

施
設
「
フ
ォ
レ
ス
タ
」
を
会
場
に
、

過
去
１４
回
開
催
、
受
講
生
は
延
べ
２

７
６
人
を
数
え
た
。
複
数
参
加
も
あ

る
か
ら
単
純
に
は
計
算
で
き
な
い

が
、
加
盟
店
総
数
の
３６
％
が
業
界
発

展
の
た
め
の
考
え
方
や
方
法
論
を
共

有
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
は
塾
生
た
ち
が
全
国
の
支
部
で

中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
お
り
、
大

変
心
強
い
。
地
域
開
発
の
先
頭
に
立

っ
て
い
る
人
材
も
い
る
。

み
や
げ
み
ら
い
委
員
会
は
、
み
や

げ
塾
と
は
ア
ン
グ
ル
を
変
え
て
、
若

手
を
中
心
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
交
流
文
化
」

と
、
電
子
マ
ネ
ー
を
含
め
た
Ｉ
Ｔ
産

業
に
対
し
て
の
研
鑽
を
し
て
い
る
。

「
い
つ
か
連
盟
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
『
ア
イ
ル
君
、
ア
イ
ル
ち
ゃ

ん
』
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
の
最
寄
り
駅
、

天
王
洲
ア
イ
ル
に
ち
な
み
）
が
で
き

た
ら
い
い
の
に
」
と
か
、
若
手
の
委

員
会
ら
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
飛

び
出
し
て
い
る
。
来
年
の
通
常
総
会

で
２
年
間
の
議
論
の
結
果
を
発
表
す

る
が
、
ど
ん
な
内
容
に
な
る
か
楽
し

み
だ
。

み
や
げ
業
界
が
抱
え
る
課
題

と
、
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
。

小
野
寺

問
題
は
山
積
し
て
い

る
。

激
し
い
流
通
競
争
の
中
で
、
み
や

げ
と
い
う
商
品
が
従
来
の
範
疇
を
超

え
て
、ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
て
い
る
。

「
旅
先
で
の
思
い
出
の
品
」
だ
け
で

な
く
、ど
こ
で
売
っ
て
い
る
も
の
も
、

何
で
も
が
み
や
げ
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
に
「
み
や
げ
は
旅
情
体
験
の
象

徴
」と
、連
盟
の
皆
で
話
し
合
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
、も
う
一
度
、「
み
や
げ

と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
連
盟
、
業

界
で
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昨
今
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
食

品
偽
装
問
題
へ
の
対
応
も
避
け
て
は

通
れ
な
い
こ
と
だ
。
連
盟
で
は
偽
装

問
題
が
出
始
め
た
２
０
０
７
年
に
、

こ
の
問
題
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た

め
の
勉
強
会
を
開
い
た
。
そ
こ
で
は

「
売
れ
れ
ば
売
れ
る
ほ
ど
、
コ
ピ
ー

商
品
が
出
る
」
と
い
う
強
烈
な
話
も

あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
ほ
ん
の
一

握
り
の
と
こ
ろ
の
話
だ
と
信
じ
た
い

が
、
解
決
に
は
連
盟
、
業
界
に
見
識

の
高
さ
を
求
め
る
し
か
な
い
。
い
い

物
を
共
同
で
販
売
し
て
も
、偽
装
は
、

論
外
だ
。業

界
発
展
へ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
ど

う
連
携
す
る
か
。

小
野
寺

連
盟
と
し
て
は
ま
ず
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
契
約
を
締
結
し
て
い

る
と
い
う
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
の

経
営
理
念
に
連
盟
の
方
向
性
を
少
し

で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

些
細
な
こ
と
だ
が
、
現
在
展
開
さ

れ
て
い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
「
日
本
の
旬
東

北
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
対
象
は

個
人
客
に
な
る
が
、
観
光
の
間
、
手

荷
物
を
う
ち
の
事
務
所
で
一
時
預
か

っ
て
い
る
。
手
荷
物
を
預
け
る
と
い

う
の
は
信
頼
関
係
に
ほ
か
な
ら
な

い
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
施
設
の
間
で
も
、

信
頼
関
係
が
大
切
。
そ
れ
に
よ
り
気

持
ち
の
い
い
、
上
質
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
。

「
連連
盟盟
４４００
年年
」」のの
回回
顧顧
とと
今今
後後
のの
事事
業業
展展
開開

出席者 （順不同）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ

加

盟

店

連

盟

小
野
寺
邦
夫
会
長
に
聞
く

リ
ピ
ー
ト
生
む
商
品
を
石

川

司会＝本社・森田淳

五
月
女

２
０
０
０
年
の
第
１
回

の
話
を
聞
い
た
時
、
業
界
と
し
て
画

期
的
な
取
り
組
み
だ
な
、と
思
っ
た
。

２
回
目
以
降
、
ど
の
よ
う
に
育
っ
て

い
く
の
か
と
関
心
を
持
っ
て
見
て
い

た
が
、
実
際
に
第
４
回
か
ら
審
査
委

員
の
立
場
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
「
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
育
っ
た
」

と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
出
品
さ
れ

る
会
員
の
方
々
や
運
営
の
皆
さ
ん
の

相
当
な
ご
努
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
思

う
。
は
じ
め
の
頃
は
、
ま
だ
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
内
輪
の
取
り
組
み
に
見

え
た
が
、
受
賞
商
品
が
各
地
域
で
大

き
な
話
題
に
な
り
、
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
し
て
、
全
国
的
に
大
き
く
広

ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。

お
み
や
げ
を
買

う
層
は
圧
倒
的
に

女
性
が
多
い
。
審

査
も
お
じ
さ
ん
中

心
で
は
な
く
、
女

性
の
視
点
を
も
っ

と
多
く
取
り
入
れ

て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。
ウ
ェ
ブ
を

使
っ
た
審
査
へ
の

参
画
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

観
光
庁
（
国
土

交
通
省
）
が
、
Ｖ

Ｊ
Ｃ
魅
力
あ
る
日

本
の
お
み
や
げ
コ

ン
テ
ス
ト
を
毎
年

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
お
客
さ
ん
向
け
商
品
が
対
象
だ

が
、
実
施
の
目
的
は
似
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
は
２
年
に

１
回
の
開
催
で
も
あ
り
、
連
動
を
考

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

佐
藤

賞
は
今
回
で
５
回
目
を
迎

え
た
。２
年
に
１
回
の
開
催
な
の
で
、

第
１
回
の
構
想
か
ら
１０
年
近
く
が
経

過
し
た
こ
と
に
な
る
。

賞
は
、
連
盟
の
若
手
会
員
で
構
成

す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
２１
委
員
会
で
考
え

ら
れ
た
。
委
員
会
の
中
で
は
、
「
連

盟
会
員
は
各
地
域
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

店
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

が
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
が
ゆ

え
に
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
も
出
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ

た
。
そ
の
時
、
「
で
は
、
地
域
で
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
店
を
目
指
せ
ば
ど
う

な
ん
だ
」
と
い
う
話
に
な
り
、
委
員

が
皆
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
と
い
う
か
、

は
っ
と
し
た
。
そ
の
瞬
間
は
今
で
も

鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

そ
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
と
い
う
言
葉

が
、今
の
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
の
実
施
に

つ
な
が
っ
て
い

る
。今
、座
談
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、そ
の
思

い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

第
６
回
以
降
に
つ
い
て
は
、
私
た

ち
連
盟
の
中
で
は
、
「
み
や
げ
業
は

地
域
文
化
の
伝
達
産
業
で
あ
る
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
。
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
の
中
に
は
地
域
文
化
賞
と
い

う
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
の
賞
が
あ
る

が
、
も
う
少
し
こ
の
地
域
文
化
と
い

う
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

加
盟
店
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
昔
か
ら
営
ん
で

い
る
老
舗
だ
が
、
経
営
者
が
ご
高
齢

で
、
跡
継
ぎ
も
い
な
い
と
い
う
小
さ

な
店
も
あ
る
。
そ
う
い
う
店
に
新
し

い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
を
作
れ
と

い
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
。

そ
ん
な
中
で
も
、
今
ま
で
地
域
に

深
く
根
ざ
し
て
い
る
商
品
、
大
事
に

育
て
ら
れ
て
き
た
商
品
と
い
う
の
が

あ
る
は
ず
だ
。
そ
う
い
う
商
品
に
も

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
何
か
特
別
な

枠
を
設
け
て
、
賞
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

馬
場

こ
の
１２
月
に
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
運
営
委
員
会
で
、
今
回
の
総
括

と
、
次
回
の
開
催
に
向
け
て
の
話
し

合
い
を
行
う
。
今
回
の
先
生
方
の
話

が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

事
業
は
事
務
方
が
「
こ
う
だ
よ
」

と
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
加
盟

店
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聞
い
て
、
加

盟
店
主
体
で
行
う
の
が
筋
だ
。
細
か

い
こ
と
は
運
営
委
員
会
で
考
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
加
盟
店
の
皆
が
参
加

で
き
、
皆
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
、
「
自
分
た
ち

の
事
業
な
の
だ
」
と
、
も
っ
と
認
識

し
て
も
ら
え
る
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
経
営
理
念
に
近
づ
く
努
力
を

地
域
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
佐

藤

加
盟
店
の
認
識
深
め
る
馬

場

若井氏

五月女氏

石川氏

前田 勇 氏

石川 尅巳 氏

五月女貞四郎 氏

原 祥隆 氏

若井 茂 氏

佐藤 雅高 氏

馬場 健次 氏

第５回日本おみやげアカデミー賞
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（ＪＴＢ首都圏社長）
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